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preface

• IIJにおけるストリーミングの応用は、配
信のみに留まらない。

• クラウドの有効活用として、CPUやディ
スクを有効活用するシナリオが検討さ
れ、実際に構築を進めた。
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standards, formats

• 映像、音声

• コンテナ

• 配信形式
H.264

AAC MPEG2-TS

WebM

HEVC

MMT

MPEG-DASH

HLS

MP4

3



cloud and 3-screens

クラウドサービス 

映像信号 

PC スマートフォン ネットTV 

映像信号をクラウドへ記録 
ベースバンドのままでは無理な
ので、IPを用いてアップロード 
非圧縮である必要はなく、H.
264を用いれば効率的 

制作環境もWeb U/IやAPIさえ
用意すれば提供できる 
メタデータのインジェストや
ワークフローもサーバベースで
作りやすい 

映像信号 

トランスコードやパッケージン
グもクラウド上で展開可能 
CDNへのダイレクトアップロー
ドができるようになる 

クラウドと3-Screenは相性が良い！ 
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configuration
TSエンコーダ TSエンコーダ TSエンコーダ 

インジェスト 

ストレージ 

リモート 
エディット トランスコード パッケージャ 

CDN1 CDN2 CDNN 

エンコードセンター 

クラウド利用部分 

アップロード回線 

ユニキャストで連続的に送信 
UDPであればFEC+ARQは必須 
場合によってはTCPの利用も視野に 

ユーザ認証＋ACLでアクセス制御 
ストレージに連続的に書き込み 

必要に応じファイルの 
トランスコード 
コンテナ変換も可能 Editor1 Editor2 EditorN 

ユーザ認証＋ACLでアクセス制御 
Proxy Video Dataでさくさく編集 
編集確定後他の帯域ファイルにも編集適用 

各CDN向けにファイルを整形 
CDNインジェストサーバへ 
自動的に送出 

インジェスト 

TSエンコーダセグメント 

15 
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ingest

ingest
server

MPEG2-TS over RTP

HLS over WebDAV

RX 
PGM

Apache
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Cloud video editing

5秒刻みの
素材クリップ

編集用
プロキシクリップ

動画In/out点情報
＝ファイルの選択

動画再生用
メタデータ

動画素材
（生／変換）

DB
m3u8

mpeg2-ts
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performance
• クラウド～端末間のネットワーク性能

• 一般的なWebアプリの操作感で問題ない（動画データを丸ごとD/L
するわけではなく、proxyデータを閲覧するだけ）

• CPUも特に張り付く要素無し

• ただしトランスコードには大量のCPU資源が必要。（クラウド上
は実機）

• 端末のCPUが必要になるわけではない

• 配置

• クラウド上にてサーバとストレージは直近の距離

• インジェストサーバはネットワーク性能を確保する必要がある
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editing
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transcoding
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merit
イベント予算で対応したい

GIOは一ヶ月単位で契約できます
立ち上げ時だけ使いたい

GIOは一ヶ月単位で解約できます

アセットを持ちたくない
必要なコンポーネントは
GIO上に展開してあります

簡単に規模を増やしたい
ベースサーバの増減は容易です
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benchmark
ストレージ NAS(NFS)性能に問題なし

プロキシファイル生成 一瞬

編集 (Playlist Editor) 一般的なWebアプリ

トランスコード (Cambria FTC) 帯域に依るが実尺以下

暗号化 open/closeの時間と同様
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achievements
• 映像データをクラウドへ！
• ビデオ編集機に替わる「ブラウザでのクリ
ップ作成」

• 「切り出し→試写→承認」というワークフ
ローの移植

• クリップを多数作成しても実ソースへの負
担が皆無
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summary

• 動画データは大量。如何に効率よくネットに
配信するかが課題。

• その作業プラットフォームとして、クラウド
の利用が有効であることを証明した。
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